
堀尾吉晴の生涯　　共同研究
　松江市　　　　安来市　　　　愛知・大口町　

松江城国宝指定契機

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
も
視
野

生
活
困
窮
養
護
施
設
入
所

子
ど
も
た
ち
に
職
業
体
験
を

﹁
ま
い
ポ
﹂加
盟
店
主
ら
企
画

観客最多人　万雷の拍手
雲南拠点・劇団ハタチ族

仁
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・
石
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山
Ｉ
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石
見
福
光
間
通
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止
め

山
陰
道
７
日
か
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昼
間
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日
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成
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松
江
開
府
の
祖
・
堀
尾
吉
晴
︵
１
５
４
３


１
６
１
１
年
︶
ゆ
か
り
の
松
江
市

安
来
市


愛
知
県
大
口
町
が
２
０
１
６
年

吉
晴
の
生
涯

の
共
同
研
究
に
乗
り
出
す

織
田
信
長

豊
臣

秀
吉

徳
川
家
康
の
天
下
人
３
人
に
仕
え
た
傑

人
の
生
き
ざ
ま
を

郷
土
史
研
究
家
ら
を
交
え

て
考
証
し

情
報
発
信
に
生
か
す

大
河
ド
ラ

マ
誘
致
も
視
野
に
入
れ
る

松
江
城
天
守
︵
松

江
市
殿
町
︶
の
国
宝
指
定
を
契
機
に

年
末


３
市
町
の
首
長
が
松
江
市
内
で
鼎
談

て
い
だ
ん

し

合
意

し
た


　
　
︵
井
上
誉
文
︶
‖



面
に
企
画
特
集

　堀尾吉晴　年、
現在の愛知県大口町に
生まれ、織田信長や豊
臣秀吉に仕え、山崎の
合戦や小田原攻めなど
で活躍。年の関ケ

原の戦いでは東軍に付
き、敗れた毛利氏に代
わって出雲・隠岐万
石を与えられた長男の
忠氏と共に月山富田城
に入った。その後、拠
点を移すため松江城と
城下町を築いた。

堀尾吉晴の共同研究に乗り出すことで一致し、松江
城大手前広場に立つ銅像の前で手を握り合う（左か
ら）鈴木雅博町長、松浦正敬市長、近藤宏樹市長
松江市殿町

○

島
根
県
東
部

○

　
◇
１
日

　
︻
松
江
市
︼
上
乃
木
３
丁
目
松
江
記

念
病
院
内
・
休
日
救
急
診
療
室
︵
中
学

生
以
上
︶

電
話
０
８
５
２
︵
２
７
︶

８
１
１
１

午
前
９
時

正
午

午
後

１
時

同
５
時

　
︻
出
雲
市
︼
塩
冶
善
行
町
・
出
雲
休

日
診
療
所

電
話
０
８
５
３
︵
２
２
︶

５
５
４
３

午
前
９
時
半

同

時


午
後
１
時
半

同
４
時

　
◇
２
日

　
︻
松
江
市
︼
上
乃
木
３
丁
目
松
江
記

念
病
院
内
・
休
日
救
急
診
療
室
︵
中
学

生
以
上
︶

電
話
０
８
５
２
︵
２
７
︶

８
１
１
１

午
前
９
時

正
午

午
後

１
時

同
５
時
▽
南
田
町
県
歯
科
医
師

会
館
内
・
松
江
市
立
休
日
歯
科
応
急
診

療
所

電
話
０
８
５
２
︵
２
７
︶
７
１

０
１

午
前
９
時

午
後
０
時
半

　
︻
出
雲
市
︼
塩
冶
善
行
町
・
出
雲
休

日
診
療
所

電
話
０
８
５
３
︵
２
２
︶

５
５
４
３

午
前
９
時

同

時

午

後
１
時
半

同
４
時

○

島
根
県
西
部

○

　
◇
１
日

　
︻
大
田
市
︼
大
田
町
・
市
立
病
院


電
話
０
８
５
４
︵
８
２
︶
０
３
３
０


午
前
９
時

午
後
１
時

　
︻
益
田
市
︼
高
津
１
丁
目
・
金
島
胃

腸
科
外
科

電
話
０
８
５
６
︵
２
２
︶

２
３
４
５

午
前
９
時

午
後
０
時
半

　
◇
２
日

　
︻
大
田
市
︼
大
田
町
・
市
立
病
院


電
話
０
８
５
４
︵
８
２
︶
０
３
３
０


午
前
９
時

午
後
１
時

　
︻
浜
田
市
︼
殿
町
・
市
休
日
応
急
診

療
所

電
話
０
８
５
５
︵
２
２
︶
２
６

１
２

内
線
１
８
４

午
前

時

正

午

午
後
１
時

同
４
時

　
︻
益
田
市
︼
横
田
町
・
松
本
医
院


電
話
０
８
５
６
︵
２
５
︶
２
６
１
１


午
前
９
時

午
後
０
時
半

○

鳥
取
県

○

　
◇
１

２
日

　
︻
境
港
市
︼
上
道
町
・
日
曜
休
日
応

急
診
療
所
☎
０
８
５
９
︵
４
４
︶
４
１

７
３




時
‖
内
科

小
児
科

　
︻
米
子
市
︼
久
米
町
・
西
部
医
師
会

急
患
診
療
所
☎
０
８
５
９
︵
３
４
︶
６

２
５
３

９


時
‖
内
科

小
児
科

　
︻
倉
吉
市
︼
旭
田
町
・
中
部
休
日
急

患
診
療
所
☎
０
８
５
８
︵
２
２
︶
５
７

８
０

９


時
‖
内
科

小
児
科

　
︻
鳥
取
市
︼
富
安
１
丁
目
・
東
部
医

師
会
付
属
急
患
診
療
所
☎
０
８
５
７

︵
２
２
︶
２
７
８
２

９


時





時
‖
内
科

小
児
科

　
島
根

鳥
取
両
県
で
使
用
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
カ

ド
﹁
ま
い

ポ
﹂
︵
会
員
３
万
人

加
盟
店

約
３
０
０
店
︶
に
加
盟
す
る
商

店
主
ら
が
２
０
１
６
年

生
活

困
窮
者
世
帯
や
児
童
養
護
施
設

で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
職
業
体
験
事
業
を
実
施

す
る

事
務
局
を
務
め
る
カ


ド
発
行
元
﹁
ア
ル
テ
ミ
ス
ビ



ス
カ
イ
﹂︵
出
雲
市
渡
橋
町
︶

の
渡
部
幸
太
郎
社
長︵

︶は


東
京
都
と
兵
庫
県
に
あ
る
子
ど

も
向
け
職
業
体
験
テ

マ
パ


ク
﹁
キ

ザ
ニ
ア
﹂
を
例
に

﹁
山
陰
で
キ

ザ
ニ
ア
を
体
験

で
き
る
よ
う
な
企
画
に
し
た

い
﹂
と
意
気
込
む


　
島
根
県
青
少
年
家
庭
課
に
よ

る
と

年
度

貧
困
な
ど
を
理

由
に
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し

た

歳
以
下
は

人
に
上
る


少
子
化
が
進
む
中
で
も




人
が
毎
年
入
所
し

人
数
が
減


て
い
な
い
現
状
を
知

た
渡

部
社
長
が

社
会
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
思
い
立

た


　
計
画
で
は
﹁
こ
ど
も
未
来
プ

ロ
ジ

ク
ト
﹂
と
題
し

夏
休

み
や
冬
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇

に
合
わ
せ
て
１
泊
２
日
の
キ


ン
プ
を
年
数
回
開
く

商
店
主

ら
が
ボ
ラ
ン
テ

ア
で
講
師
役

と
な
り

自
身
が
経
営
す
る
仕

事
を
説
明

実
際
に
体
験
し
て

も
ら
い

地
域
で
働
く
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
う


　
１
月
か
ら

店
舗
が
客
に
発

行
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
数
％
分
を

キ

ン
プ
開
催
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る

小
中
学
生
数
十
人

の
参
加
を
想
定
し
て
い
る


　
既
に
加
盟
店
か
ら
は

調
理

師
や
美
容
師

保
育
士

映
像

エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
が
講
師
役
と
し

て
参
加
す
る
意
向
を
示
し
て
い

る
と
い
う

有
志
ら
で
近
く
企

画
会
議
を
開
催

児
童
福
祉
の

専
門
家
を
招
い
て
子
ど
も
の
貧

困
の
現
状
を
学
び

キ

ン
プ

に
備
え
る


　
渡
部
社
長
は
﹁
地
域
密
着
で

営
業
展
開
す
る
店
の
良
さ
や
熱

意
を
伝
え

子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持

て
も
ら
い
た
い
﹂
と
話

し
た
　
　
　
　
　︵
鎌
田
剛
︶

日公演を達成し、感謝の言葉を伝える西藤将人代表（中央）とハ
タチ族のメンバー雲南市木次町里方、チェリヴァホール

　
雲
南
市
を
拠
点
に
活
動
す
る

﹁
劇
団
ハ
タ
チ
族
﹂
︵
西
藤
将

人
代
表

８
人
︶
が
２
０
１
５

年
の
元
日
か
ら
挑
戦
し
て
き
た

﹁
３
６
５
日
公
演
﹂
が

日


フ

ナ

レ
を
迎
え
た

観
客

が
ゼ
ロ
に
な

た
時
点
で
公
演

を
終
了
す
る
企
画

観
客
が
１

桁
の
日
も
あ

た
が

熱
意
で

乗
り
越
え
目
標
を
達
成
し
た


市
内
の
ホ

ル
で
あ

た
最
終

公
演
に
は
過
去
最
多
の
５
２
７

人
が
詰
め
掛
け

ロ
ン
グ
ラ
ン

公
演
を
成
し
遂
げ
た
団
員
に
万

雷
の
拍
手
を
送

た


　
３
６
５
日
公
演
は
﹁
演
劇
文

化
を
よ
り
地
域
に
根
付
か
せ
た

い
﹂
と

米
子
市
出
身
で
雲
南

市
に
移
住
し
た
西
藤
代
表︵

︶

が
提
案
し
た

市
内
で
別
の
劇

団
の
公
演
が
あ
る
日
を
除
き


チ

リ
ヴ

ホ

ル
︵
雲
南
市

木
次
町
里
方
︶
の
ロ
ビ

な
ど

で
毎
日
上
演
し
た


　
観
客
数
が
３
人
に
と
ど
ま

り

焦
り
が
募

た
日
も
あ


た
と
い
う

﹁
理
想
と
現
実
の

ギ


プ
に
悩
ん
だ

で
も


ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
ば

い
つ
か

は
花
開
く
と
信
じ
て
演
じ
続
け

た
﹂
と
西
藤
代
表

団
員
の
思

い
は
次
第
に
観
客
に
届
き

熱

心
な
フ

ン
が
根
付
い
た


　
ハ
タ
チ
族
と
し
て

２
９
７

公
演
目
と
な
る
千
秋
楽
の
会
場

は
い
つ
も
の

ロ
ビ


で
は

な
く

４
６
５
席
を
備
え
た
大

ホ

ル

開
場
前
か
ら

人
が

行
列
を
つ
く
り

立
ち
見
客
が

出
る
盛
況
ぶ
り
で

こ
の
日
ま

で
で
最
も
多
か

た
１
３
２
人

の
約
４
倍
と
な
る
観
客
が
会
場

を
埋
め
た


　
演
目
は

劇
団
を
題
材
に
し

た
新
作
﹁
演
劇
卒
業
﹂

一
時

は
劇
団
を
離
れ
な
が
ら
も
再
び

結
束
し
合

て
芝
居
に
励
も
う

と
す
る
物
語
を

団
員
た
ち
が


分
間

情
感
た

ぷ
り
に
演

じ
る
と

会
場
に
拍
手
と
歓
声

が
鳴
り
響
い
た


　
約
２
０
０
回
鑑
賞
し
た
と
い

う
出
雲
市
美
談
町
の
会
社
員
三

島
直
人
さ
ん︵

︶は
﹁
満
席
の

会
場
で
メ
ン
バ

が
演
技
を
や

り
き

た
姿
に
感
動
し
た

１

年
間
楽
し
ま
せ
て
も
ら

た


本
当
に
あ
り
が
と
う
﹂
と
労
苦

を
ね
ぎ
ら

た


　
西
藤
代
表
は
県
外
に
も
活
動

の
場
を
広
げ

最
終
的
に
は
雲

南
市
の
演
劇
テ

マ
パ

ク
化

を
目
指
す

﹁
時
間
を
か
け
て

で
も

雲
南
で
演
劇
を
す
る

こ
と
が
演
劇
人
に
と

て
ス
テ


タ
ス
と
な
る
よ
う
に
し
た

い

３
６
５
日
公
演
を
達
成
し

た
こ
こ
か
ら
が
ス
タ

ト
だ
﹂

と
力
を
込
め
た


　
　
　
　
　
　
︵
早
戸
達
哉
︶

　
国
土
交
通
省
松
江
国
道
事
務

所
は

山
陰
自
動
車
道
・
仁
摩

温
泉
津
道
路
の
仁
摩
・
石
見

銀
山
イ
ン
タ

チ

ン
ジ
︵
Ｉ

Ｃ
︶
｜
石
見
福
光
Ｉ
Ｃ
間
︵
大

田
市
仁
摩
町
大
国
｜
大
田
市
温

泉
津
町
今
浦


・
８

︶
を

７
日
か
ら

日
ま
で

の
り
面

点
検
用
設
備
の
設
置
工
事
に
伴

い

昼
間
通
行
止
め
に
す
る


時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で




の
両
日
は

除
く


　
吉
晴
の
人
物
像
に
迫
る
こ
と

は

城
下
町
・
松
江
の
成
り
立

ち
を
鮮
明
に
し

国
宝
松
江
城

天
守
の
魅
力
を
増
す
こ
と
に
も

つ
な
が
り
そ
う
だ


　
吉
晴
は
現
在
の
大
口
町
に
生

ま
れ

山
崎
の
合
戦
や
小
田
原

攻
め
な
ど
で
活
躍

豊
臣
政
権

の
重
職
を
務
め

１
６
０
０
年

の
関
ケ
原
の
戦
い
の
後
は
長
男

・
忠
氏
と
月
山
富
田
城
︵
安
来

市
広
瀬
町
︶
に
入
り

松
江
城

を
築
い
て
拠
点
を
移
し
た

水

運
の
利
便
に
着
目
し
て
葦あ

し

原
の

地
を
切
り
開
い
た
と
さ
れ
る


　
３
市
町
は
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
り

の
深
い
時
代
の
吉
晴
を
顕
彰
し

て
き
た
が

生
涯
を
通
し
た
人

物
像
は
不
鮮
明
だ

た


　
鼎
談
で

松
浦
正
敬
松
江
市

長
は
﹁
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
り
の
あ


た
時
代
の
吉
晴
し
か
知
ら
な

い
部
分
が
あ
り

埋
め
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
る
﹂
と
指
摘

近

藤
宏
樹
安
来
市
長
が
﹁
国
宝
指

定
を
機
に
協
力
し
て
研
究
を
進

め
た
い
﹂
と
応
じ
た

鈴
木
雅

博
大
口
町
長
も

同
町
に
伝
わ

る
物
語
の
登
場
人
物
が
吉
晴
の

実
子
か
い
と
こ
か
で
諸
説
あ
る

こ
と
な
ど
に
触
れ

﹁
重
要
な

の
は
共
通
の
歴
史
認
識
を
持
つ

こ
と
だ
﹂
と
し

一
致
し
た


　
松
浦
市
長
は

数
々
の
武
功

を
収
め
た
吉
晴
の
生
涯
に
ド
ラ

マ
性
が
あ
る
と
し
て
﹁
大
河
ド

ラ
マ
の
誘
致
を
ぜ
ひ
実
現
し
た

い
﹂
と
提
案
し

近
藤
市
長
と

鈴
木
町
長
が
賛
同

吉
晴
の
足

跡
が
残
る
浜
松
市
な
ど
に
も
交

流
を
広
げ

功
績
を
発
信
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
目
指
す

こ
と
も
確
認
し
た


　
松
江
市
は
今
春
以
降

３
市

町
の
担
当
者
ら
に
よ
る
会
合
を

開
き

具
体
的
な
進
め
方
を
協

議
し
た
い
考
え

文
化
財
や
教

育

観
光
な
ど
部
局
横
断
的
に

取
り
組
み

考
証
を
﹁
点
か
ら

線
へ
﹂
と
広
げ

ふ
る
さ
と
学

習
に
も
生
か
す
と
い
う


　
茶
人
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る

松
江
松
平
藩
７
代
藩
主
・
松
平

治
郷
︵
号
・
不
昧
︶
と
比
べ


吉
晴
の
功
績
は
広
く
知
ら
れ
て

い
な
い


　
天
下
人
に
仕
え
て
築
城
や
治

国
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培

た
生
涯

の
延
長
に
城
下
町
・
松
江
の
歴

史
が
あ
る

市
ま
ち
づ
く
り
文

化
財
課
の
永
島
真
吾
課
長
も

﹁
松
江
の
ル

ツ
が
分
か
る
か

も
し
れ
な
い
﹂
と
期
待
す
る


︻
松
江
︼　

日
　
酒
井
　
八
郎
︵

︶
本
庄
町


　
　
　
　

日
　
深
田
マ
シ
エ
︵

︶
大
庭
町

の
２

︻
飯
南
︼　

日
　
吉
川
　
正
毅
︵

︶
赤
名


︻
出
雲
︼　

日
　
松
浦
冨
美
子
︵

︶
武
志
町
７
０
７
の
３

　
　
　
　
　
　
　
足
立
　
秀
雄
︵

︶
斐
川
町
中
洲


　
　
　
　
　
　
　
立
花
幾
久
子
︵

︶
大
社
町
杵
築
南
１
３
３
８
の


　
　
　
　

日
　
和
田
　
タ
カ
︵

︶
多
伎
町
神
原


︻
江
津
︼　

日
　
松
浦
　
喜
明
︵

︶
嘉
久
志
町
イ
１
８
２
０
の


　
　
　
　

日
　
山
口
ア
サ
コ
︵

︶
松
川
町
上
津
井




























︻
鳥
取
︼　

日
　
圓
山
　
教
照
︵

︶
河
内
４
６
０

　
　
　
　
　
　
　
荒
尾
　
久
雄
︵

︶
気
高
町
北
浜
２
の

の
１
０
２

　
　
　
　
　
　
　
森
　
ス
ヱ
子
︵

︶
南
安
長
１
の

の


　
　
　
　
　
　
　

嶋
　
　
榮
︵

︶
気
高
町
酒
津
３
７
１
の


︻
岩
美
︼　

日
　
澤
　
壽
美
恵
︵

︶
大
谷
５
４
７
の
３

︻
倉
吉
︼　

日
　
平
岩
　
幸
子
︵

︶
関
金
町
堀
３
１
６
１

　
　
　
　
　
　
　
福
光
　
英
幸
︵

︶
東
巌
城
町

の
１

　
　
　
　

日
　
岩
佐
良
之
助
︵

︶
鍛
治
町
２
の
２
８
９
６

　
　
　
　

日
　
松
井
　
直
人
︵

︶
尾
田


︻
米
子
︼　

日
　
小
林
　
米
代
︵

︶
錦
町
２
の
２
４
４
の
３

︻
伯
耆
︼　

日
　
西
古
　
砂
子
︵

︶
久
古

の
１

︻
大
山
︼　

日
　
濱
口
喜
久
夫
︵

︶
加
茂
２
１
６
２

　　 （第３種郵便物認可）年（平成２８年）月日（金曜日）地　域
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